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「

太

陽

光

発

電

設

備

設

置

の

意

義

に

つ

い

て

」 

～

三

年

間

の

実

績

を

通

し

て

～ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

神

奈

川

県

貞

昌

院

副

住

職

 

亀

野

哲

也

は

じ

め

に 

 

曹

洞

宗

に

お

い

て

は

、

仏

両

祖

の

み

教

え

を

基

本

に

、

深

く

時

代

を

見

極

め

、

「

宗

門

に

何

が

求

め

ら

れ

て

い

る

の

か

、

何

を

な

す

べ

き

か

」

を

熟

慮

し

、

布

教

綱

領

「

ま

ご

こ

ろ

に

生

き

る

」

の

実

践

の

一

つ

と

し

て

、

地

球

環

境

を

守

り

自

然

と

共

に

生

き

て

い

く

、

「

グ

リ

ー

ン

・

プ

ラ

ン

」

運

動

を

進

め

て

い

る

。 

元

来

、

禅

寺

は

自

給

自

足

が

原

則

の

生

活

を

し

て

お

り

、

究

極

の

リ

サ

イ

ク

ル

シ

ス

テ

ム

が

確

立

さ

れ

て

い

た

。

大

本

山

永

平

寺

に

は

「

杓

底

の

一

残

水

、

流

れ

を

汲

む

千

億

の

人

」

と

い

う

石

碑

が

門

前

に

建

っ

て

い

る

。

自

然

は

大

切

で

あ

り

、

今

使

わ

せ

て

い

た

だ

け

る

水

は

、

必

要

以

上

に

使

っ

て

無

駄

に

し

て

は

な

ら

な

い

。

後

の

世

の

人

の

た

め

に

半

杓

の

お

水

を

お

返

し

し

た

い

と

い

う

心

が

、

何

百

年

も

綿

々

と

受

け

継

が

れ

て

い

る

の

で

あ

る

。 

高

度

経

済

成

長

の

進

展

は

、

生

活

の

豊

か

さ

を

も

た

ら

し

、

寺

院

に

お

い

て

も

様

々

な

電

化

製

品

が

導

入

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

が

、

資

源

を

大

切

に

す

る

と

い

う

意

識

は

も

と

よ

り

、

使

用

す

る

電

力

を

太

陽

光

発

電

な

ど

の

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

（

注

１

）

を

利

用

す

る

こ

と

に

よ

り

自

ら

生

み

出

す

と

い

う

こ

と

は

、

自

ら

食

す

る

米

や

野

菜

を

庭

で

育

て

る

こ

と

と

同

様

の

意

義

が

あ

る

と

い

え

よ

う

。 

し

か

し

な

が

ら

、

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

発

電

設

備

導

入

に

あ

た

り

、

具

体

的

事

例

が

ま

だ

少

な

い

、

或

い

は

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

自

体

の

知

名

度

が

ま

だ

足

り

な

い

と

い

う

現

実

も

あ

る

こ

と

は

否

め

な

い

。

し

た

が

っ

て

、

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

発

電

設

備

の

導

入

か

ら

発

電

実

績

ま

で

を

体

系

的

に

分

か

り

や

す

く

ま

と

め

、

情

報

と

し

て

発

信

し

て

い

く

こ

と

が

重

要

で

あ

る

。

今

は

そ

の

普

及

促

進

の

効

果

が

期

待

で

き

る

好

機

で

も

あ

る

。 
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本

論

は

、

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

中

で

、

太

陽

光

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

直

接

的

に

電

力

に

変

換

す

る

発

電

方

式

で

あ

る

太

陽

光

発

電

に

つ

い

て

、

寺

院

に

導

入

し

た

事

例

を

元

に

、

そ

の

意

義

と

今

後

の

展

開

を

考

察

す

る

も

の

で

あ

る

。 

 

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

と

し

て

の

太

陽

光

発

電

の

特

徴 

 

太

陽

光

発

電

は

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

利

用

し

た

発

電

の

一

種

で

あ

り

、

二

酸

化

炭

素

な

ど

の

温

室

効

果

ガ

ス

の

排

出

量

削

減

に

貢

献

し

、

運

転

用

燃

料

の

調

達

リ

ス

ク

が

無

い

と

い

う

特

徴

を

も

つ

。 

主

な

利

点

は

次

の

通

り

で

あ

る 

①

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

で

あ

る

太

陽

光

を

利

用

す

る

た

め

、

資

源

が

無

尽

蔵

で

あ

る

。 
 

②

日

当

り

さ

え

良

け

れ

ば

境

内

の

任

意

の

場

所

に

設

置

で

き

る

。 

③

温

室

効

果

ガ

ス

排

出

量

の

削

減

効

果

が

あ

る

。 
 

④

発

電

の

ピ

ー

ク

が

電

力

の

需

要

ピ

ー

ク

に

対

応

し

、

ピ

ー

ク

カ

ッ

ト

に

貢

献

す

る

。 
 

⑤

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

自

給

率

を

向

上

さ

せ

る

。 
 

⑥

可

動

部

分

が

無

い

た

め

、

運

用

に

メ

ン

テ

ナ

ン

が

い

ら

な

い

。 
 

⑦

小

規

模

で

も

効

率

が

低

下

し

な

い

。 
 

⑧

運

転

に

燃

料

を

必

要

と

し

な

い

。 
 

⑨

運

転

時

に

排

気

ガ

ス

な

ど

の

有

害

物

質

の

排

出

が

な

い

。 
 

⑩

非

常

用

電

源

と

し

て

利

用

で

き

る

。 
 

⑪

発

電

量

が

目

に

見

え

、

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

意

識

が

高

ま

る

。 

 

経

済

的

側

面

か

ら

の

考

察 

 

現

在

の

太

陽

光

発

電

の

コ

ス

ト

は

、

発

電

電

力

量

あ

た

り

で

見

る

と

ま

だ

比

較

的

高

い

感

が

あ

る

。

し

か

し

、

電

力

需

要

が

多

い

時

間

帯

に

発

電

を

行

う

た

め

、

電

力

消

費

の

ピ

ー

ク

カ

ッ

ト

に

大

き

く

貢

献

す

る

。

ま

た

、

電

力

料

金

の

高

い

時

間

帯

で

も

あ

る

た

め

、

産

み

出

す

価

値

は

単

純

な

発

電

電

力

量

で

考

慮

す

る

も

の

よ

り

も

高

い

と

い

え

る

。 

更

に

、

補

助

金

の

利

用

に

よ

り

、

コ

ス

ト

的

に

も

既

に

充

分

実

用

域

に

達

し

て

い

る

段

階

で

あ

る

。 

①

太

陽

光

発

電

設

備

設

置

費

用

は

年

々

低

下

傾

向

に

あ

り

、

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

財

団

に

よ

る

集

計

で

は

、

平

成

十

七

年

度

の

シ

ス

テ

ム

設

置

費

用

は

、

平

均

で

キ

ロ

ワ

ッ

ト

あ

た

り

約

六

十

八

万

円

で

あ

る

。 

②

日

本

国

内

に

お

い

て

は

、

太

陽

光

発

電

設

備

出

力

一

キ

ロ

ワ

ッ

ト

当

た

り

の

年

間

発

電

量

は

、

実

績

値

に

よ

る

全

国

平

均

で

約

一

〇

〇

〇

キ

ロ

ワ

ッ

ト

時

で

あ

る

。

（

注

２

） 
③

電

力

契

約

の

種

別

に

も

依

る

が

、

一

キ

ロ

ワ

ッ

ト

時

当

た

り

の

電

気

料

金

（

売

電

・

買

電

単

価

は

同

一

）

は

約

二

二

円

で

あ

る

。 

以

上

、

①

～

③

の

条

件

を

元

に

一

キ

ロ

ワ

ッ

ト

の

施

設

単

価

で

単

純

計

算

す

る

と

、 
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初

期

投

資 
 

 

六

八

〇

、

〇

〇

〇

円 
年

間

発

電

金

額 

一

、

〇

〇

〇

キ

ロ

ワ

ッ

ト

時

×

二

二

円 

＝

二

二

、

〇

〇

〇

円 

よ

っ

て

、

初

期

投

資

を

回

収

す

る

期

間

は

約

三

十

・

一

年

間

と

な

る

。

太

陽

光

発

電

モ

ジ

ュ

ー

ル

の

寿

命

は

、

約

三

十

年

と

さ

れ

る

か

ら

、

回

収

期

間

と

モ

ジ

ュ

ー

ル

の

寿

命

と

、

ほ

ぼ

一

致

す

る

。 

 

こ

れ

は

、

太

陽

光

発

電

設

備

へ

の

投

資

金

額

が

、

設

備

の

償

却

期

間

で

ほ

ぼ

回

収

可

能

で

あ

る

こ

と

を

示

す

も

の

で

あ

る

。 

初

期

投

資

部

分

に

お

い

て

、

補

助

金

が

あ

れ

ば

当

然

、

そ

の

分

回

収

期

間

は

短

縮

し

、

部

品

交

換

な

ど

の

費

用

が

発

生

す

れ

ば

、

回

収

期

間

は

延

び

る

。 

 

貞

昌

院

太

陽

光

発

電

設

備

導

入

事

業

の

具

体

的

事

例 

 

太

陽

光

発

電

設

備

設

置

の

具

体

例

と

し

て

、

貞

昌

院

に

お

い

て

は

、

平

成

十

五

年

度

に

新

設

さ

れ

た

『

独

立

行

政

法

人

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

産

業

技

術

総

合

開

発

機

構

・

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

非

営

利

活

動

促

進

事

業

』

に

採

択

さ

れ

、

同

年

十

一

月

よ

り

、

「

宗

教

法

人

貞

昌

院

太

陽

光

発

電

設

備

設

置

事

業

」

と

し

て

運

用

を

行

っ

て

い

る

。 

本

事

業

は

、

「

グ

リ

ー

ン

・

プ

ラ

ン

」

運

動

を

実

践

す

る

寺

院

と

し

て

の

具

体

的

な

取

組

姿

勢

を

明

ら

か

に

し

、

日

頃

取

り

組

ん

で

い

る

地

域

住

民

、

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

な

ど

を

通

じ

て

の

不

特

定

多

数

に

対

す

る

自

然

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

普

及

促

進

活

動

の

さ

ら

な

る

推

進

の

糸

口

と

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

、

寺

院

に

お

け

る

率

先

導

入

の

モ

デ

ル

事

例

と

し

て

寺

院

境

内

の

建

物

屋

上

に

太

陽

光

発

電

設

備

を

導

入

し

た

も

の

で

あ

る

。 

ま

た

、

客

殿

玄

関

に

太

陽

光

発

電

量

表

示

装

置

を

設

置

し

、

わ

か

り

や

す

い

形

で

太

陽

光

発

電

に

つ

い

て

啓

蒙

活

動

を

行

い

、

発

電

量

を

リ

ア

ル

タ

イ

ム

に

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

で

公

開

し

て

、

幅

広

く

ア

ピ

ー

ル

し

て

い

く

な

ど

の

活

動

を

行

っ

て

い

く

。

そ

の

具

体

的

内

容

は

次

の

通

り

で

あ

る

。 

① 

貞

昌

院

境

内

の

庫

裏

屋

上

（

陸

屋

根

）

に

架

台

を

組

み

、

約

五

．

五

四

四

キ

ロ

ワ

ッ

ト

の

太

陽

光

発

電

設

シ

ス

テ

ム

を

設

置

し

た

。 

② 

設

置

し

た

太

陽

電

池

は

パ

ワ

ー

コ

ン

デ

ィ

シ

ョ

ナ

ー

に

接

続

し

、

系

統

連

系

し

て

建

屋

内

負

荷

の

電

力

と

し

て

利

用

す

る

と

と

も

に

、

余

剰

電

力

は

電

力

会

社

に

戻

し

、

他

の

電

力

消

費

者

に

還

元

す

る

。 

③ 

地

域

に

お

け

る

太

陽

光

発

電

の

率

先

導

入

の

モ

デ

ル

事

例

と

す

る 図１ 貞昌院太陽光発電設備の概念図  
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た

め

に

、

寺

院

へ

の

来

訪

者

は

も

と

よ

り

、

近

隣

の

見

学

者

の

来

訪

に

積

極

的

に

対

応

す

る

。 

④ 

玄

関

脇

に

は

、

大

型

の

発

電

量

表

示

パ

ネ

ル

を

設

置

し

、

目

に

見

え

る

形

で

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

ア

ピ

ー

ル

す

る

と

と

も

に

災

害

時

の

有

効

性

に

つ

い

て

も

啓

発

す

る

。

太

陽

光

発

電

に

つ

い

て

ま

と

め

た

資

料

を

積

極

的

に

配

布

す

る

。 

⑤ 

貞

昌

院

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ 
tt
p:
//
te
ish

oi
n.
ne
t 

で

特

集

を

組

み

、

発

電

量

を

リ

ア

ル

タ

イ

ム

に

発

信

し

て

い

く

。 

 

貞

昌

院

太

陽

光

発

電

設

備

の

概

要 

 

導

入

時

期 
 

 

平

成

十

五

年

十

一

月

五

日 

導

入

場

所 
 

 

横

浜

市

港

南

区 

宗

教

法

人

貞

昌

院 

既

築

屋

上

部 

導

入

量 
 

 
 

五

．

五

四

四

キ

ロ

ワ

ッ

ト 

補

助

金

の

名

称 

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

非

営

利

活

動

促

進

事

業

費

補

助

金 

補

助

元 
 

 
 

独

立

行

政

法

人

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

産

業

技

術

総

合

開

発

機

構 

補

助

率 
 

 
 

五

〇

％ 

設

置

費

用 
 

 

三

、

八

八

五

、

〇

〇

〇

円

（

全

体

） 

補

助

金

額 
 

 

一

、

九

四

二

、

五

〇

〇

円 

発

電

量

実

績 
 

五

、

八

〇

〇

キ

ロ

ワ

ッ

ト

時

／

年 

炭

酸

ガ

ス

削

減

量 

一

・

八

五

ト

ン

／

年

（

Ｃ

Ｏ

２

換

算

・

注

３

） 
 

原

油

節

約

量 
 

一

四

一

九

リ

ッ

ト

ル

／

年

（

注

４

） 
 

発

電

金

額

換

算 

一

二

七

、

六

〇

〇

円

／

年 

（

二

二

円

／

キ

ロ

ワ

ッ

ト

時

） 

投

資

回

収

年 

全

体

設

置

費

用

／

年

間

発

電

実

績 

＝

三

〇

．

四

五

年 

補

助

額

を

差

引

い

た

設

置

費

用

／

年

間

発

電

実

績 

＝

一

五

．

二

三

年 

 

活

動

実

績 

 

① 

太

陽

光

発

電

設

備

設

置

（

平

成

十

五

年

十

一

月

）

よ

り

別

表

の

と

お

り

発

電

量

は

順

調

に

推

移

し

て

い

る

。 

② 

客

殿

玄

関

に

大

型

発

電

量

表

示

装

置

を

、

来

訪

者

か

ら

良

く

見

え

る

位

置

に

設

置

し

た

。 

③ 

発

電

量

大

型

表

示

装

置

の

前

に

各

種

資

料

を

配

布

で

き

る

よ

う

資

料

棚

を

設

置

し

た

。 

④ 

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

上

に

太

陽

光

発

電

に

つ

い

て

の

資

料

、

発

電

実

績

を

掲

載

し

た

。 

⑤ 

新

聞

・

メ

デ

ィ

ア

か

ら

取

材

が

あ

り

記

事

と

し

て

掲

載

さ

れ

た

。 

⑥ 

主

な

活

動

と

し

て

、

地

元

小

学

校

の

環

境

に

つ

い

て

の

勉

強

会

（

児

童

五

十

人

）

、

檀

信

徒

へ

の

普

及

啓

蒙

勉

強

会

（

参

加

者

百

二

十

人

）

、

近

隣

寺

院

と

の

勉

強

会

（

参

加

者

二

十

か

寺

、

檀

信

徒

四

百

二

十

名

）

な

ど

を

定

期

的

に

行

っ

て

き

た

。 
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ま

と

め

と

提

言 

 

環

境

問

題

へ

の

意

識

の

高

ま

り

と

と

も

に

、

太

陽

光

発

電

設

備

の

全

国

に

お

け

る

累

計

設

置

発

電

容

量

は

、

二

〇

〇

四

年

ま

で

に

住

宅

用

、

公

共

産

業

用

合

わ

せ

て

一

一

三

・

二

万

キ

ロ

ワ

ッ

ト

（

総

合

資

源

エ

ネ

ル

ギ

ー

調

査

会

調

査

）

と

、

急

速

に

増

大

し

て

い

る

。

ま

た

、

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

利

用

等

の

促

進

に

関

す

る

特

別

措

置

法

に

基

づ

く

基

本

方

針

に

掲

げ

る

導

入

目

標

に

お

い

て

、

二

〇

一

〇

年

に

四

八

二

万

キ

ロ

ワ

ッ

ト

と

い

う

設

定

が

さ

れ

て

い

る

。 

こ

の

よ

う

な

背

景

の

も

と

、

「

グ

リ

ー

ン

プ

ラ

ン

」

の

実

践

と

し

て

、

全

国

の

曹

洞

宗

寺

院

に

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

よ

る

発

電

設

備

、

特

に

太

陽

光

発

電

装

置

を

導

入

し

て

い

く

事

例

が

増

え

て

い

る

。

こ

れ

ま

で

は

、

寺

院

個

々

の

「

点

」

と

し

て

の

活

動

で

あ

っ

た

。

し

か

し

、

そ

の

設

置

事

例

が

増

え

て

い

く

に

し

た

が

っ

て

、

そ

れ

ぞ

れ

が

連

携

し

て

「

面

」

と

し

て

の

情

報

と

し

て

体

系

化

す

る

こ

と

は

重

要

で

あ

る

。 

特

に

、

全

国

に

一

万

四

千

も

の

寺

院

と

多

く

の

檀

信

徒

を

も

つ

曹

洞

宗

は

、

環

境

施

策

に

お

い

て

も

大

き

な

力

を

発

揮

す

る

事

が

で

き

る

だ

ろ

う

。

寺

院

の

有

す

る

境

内

地

を

活

用

す

る

だ

け

で

も

計

り

知

れ

な

い

可

能

性

を

持

っ

て

い

る

。 

宗

門

が

主

導

率

先

し

、

各

寺

院

・

檀

信

徒

が

連

携

し

て

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

導

入

を

推

進

し

て

い

く

事

は

、

「

グ

リ

ー

ン

・

プ

ラ

ン

」

の

実

践

と

し

て

重

要

な

案

件

で

あ

る

。

ま

た

、

そ

の

情

報

を

宗

門

が

リ

ア

ル

タ

イ

ム

に

把

握

し

、

発

信

し

て

い

く

こ

と

に

よ

り

、

そ

の

価

値

を

さ

ら

に

高

め

る

こ

と

が

で

き

る

。 

そ

の

た

め

に

、

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

設

備

導

入

に

あ

た

り

、

初

期

投

資

費

用

の

補

助

や

、

技

術

的

導

入

の

指

針

、

宗

費

減

免

や

褒

章

制

度

な

ど

、

普

及

推

進

に

向

け

た

具

体

策

を

実

現

さ

せ

て

い

く

こ

と

は

重

要

な

施

策

と

い

え

よ

う

。

こ

れ

ま

で

の

実

績

を

踏

ま

え

、

今

後

ど

の

よ

う

な

こ

と

が

可

能

か

を

列

挙

し

て

本

論

を

締

め

く

く

る

も

の

と

す

る

。 

① 

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

発

電

設

備

導

入

に

際

す

る

具

体

的

な

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

を

作

成

す

る

。 

② 

公

益

法

人

・

非

営

利

法

人

に

対

す

る

公

的

補

助

は

、

営

利

企

業

や

一

般

住

宅

に

比

べ

て

優

遇

さ

れ

て

い

る

が

、

そ

の

利

用

に

関

す

る

情

報

を

寺

院

に

向

け

に

発

信

す

る

。 

③ 

全

国

寺

院

に

発

電

設

備

が

ど

れ

だ

け

設

置

運

用

さ

れ

て

い

る

か

を

把

握

し

、

発

電

実

績

を

集

約

し

て

体

系

付

け

て

公

表

す

る

。 

④ 

グ

リ

ー

ン

電

力

証

書

シ

ス

テ

ム

を

活

用

し

、

化

石

燃

料

削

減

・

Ｃ

Ｏ

２

排

出

削

減

な

ど

と

い

っ

た

価

値

を

全

国

レ

ベ

ル

で

具

体

化

さ

せ

る

。 

⑤ 

新

エ

ネ

ル

ギ

ー

発

電

設

備

に

関

す

る

補

助

金

を

曹

洞

宗

独

自

に

設

定

す

る

。 

⑥ 

宗

費

減

免

や

褒

章

制

度

を

宗

制

と

し

て

定

め

る

。 

⑦ 

宗

門

各

機

関

や

寺

院

が

Ｉ

Ｓ

Ｏ

１

４

０

０

１

の

認

証

を

取

得

す

る

こ

と

を

め

ざ

し

て

活

動

を

展

開

す

る

。 
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   表１  貞 昌院 発電 量及 び使 用量 集計 表  従量 電灯 C 25KVA  

年 月  買 入 電 力 量  買 入 電 気 料 金 売 電 電 力 量 売 電 電 気 料 金 発 電 電 力 量  差 引 電 気 料 金

  KW ｈ  円  KW ｈ  円  KW ｈ  円  

2002 年 4 月     795            

2002 年 5 月     918            

2002 年 6 月     845            

2002 年 7 月     876            

2002 年 8 月     865            

2002 年 9 月     805            

2002 年 10 月     815            

2002 年 11 月   1,126            

2002 年 12 月   1,182            

2003 年 1 月   1,345            

2003 年 2 月   1,046            

2003 年 3 月   1,069            

2003 年 4 月     911   27,346         27,346  

2003 年 5 月   1,089   31,406         31,406  

2003 年 6 月     822   25,074         25,074  

2003 年 7 月   1,016   29,728         29,728  

2003 年 8 月     877   26,424         26,424  

2003 年 9 月     942   27,969         27,969  

2003 年 10 月     816   24,939         24,939  

2003 年 11 月     743   23,208    84   1,992   192   21,216  

2003 年 12 月     643   20,835   138   3,273   392   17,562  

2004 年 1 月     838   25,444   241   5,713   485   19,731  

2004 年 2 月     593   19,636   285   6,756   551   12,880  

2004 年 3 月     558   18,805   255   6,044   528   12,761  

2004 年 4 月     630   20,414   390   9,074   659   11,340  

2004 年 5 月     582   19,283   259   6,099   521   13,184  

2004 年 6 月     438   15,891   334   7,418   582    8,473  

2004 年 7 月     504   17,445   392   8,702   721    8,743  

2004 年 8 月     465   16,528   331   7,348   591    9,180  

2004 年 9 月     570   19,000   274   6,083   490   12,917  

2004 年 10 月     564   18,265   167   3,707   335   14,558  

2004 年 11 月     626   19,587   214   4,751   381   14,836  

2004 年 12 月     637   19,832   185   4,107   377   15,725  

2005 年 1 月     688   21,100   222   4,928   450   16,172  

2005 年 2 月     659   20,451   192   4,262   378   16,189  

2005 年 3 月     606   19,265   270   5,994   537   13,271  

2005 年 4 月     565   18,394   345   7,659   657   10,735  

2005 年 5 月     455   15,923   446   9,901   680      6,022  

2005 年 6 月     423   15,204   233   5,173   495   10,031  

2005 年 7 月     515   17,233   215   4,773   477   12,460  

2005 年 8 月     424   15,195   310   6,882   581      8,313  

2005 年 9 月     543   17,860   278   6,172   472   11,688  

2005 年 10 月     524   17,600   203   4,507   358   13,093  

2005 年 11 月     580   18,871   238   5,284   433   13,587  

2005 年 12 月     606   19,461   221   4,906   482   14,555  

2006 年 1 月     761   23,334   209   4,640   350   18,694  

2006 年 2 月     574   19,000   200   4,440   372   14,560  

2006 年 3 月     505   17,401   274   6,083    567   11,318  

2006 年 4 月     452   15,940   326   7,237   528    8,703  

2006 年 5 月     534   17,707   305   6,771   514   10,936  

2006 年 6 月     450   15,832   188   4,174   418   11,658  

2006 年 7 月     528   17,573   157   3,485   380   14,088  

2006 年 8 月     535   17,729   200   4,440   572   13,289  

2006 年 9 月     539   17,818   218   4,840   412   12,978  

                  ※ 太 陽 光 発 電 設 備 運 用 開 始 日 は 2003 年 11 月 5 日
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（
注
１
）
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
は
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
及
び
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
五
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
。
以
下
「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
に
規
定

す
る
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
。
）
を

製
造
し
、
若
し
く
は
発
生
さ
せ
、
又
は
利
用
す
る
こ
と
及
び
電
気
を
変
換
し
て
得
ら
れ
る
動
力
を

利
用
す
る
こ
と
（
石
油
に
対
す
る
依
存
度
の
軽
減
に
特
に
寄
与
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
経

済
性
の
面
に
お
け
る
制
約
か
ら
普
及
が
十
分
で
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
促
進
を
図
る
こ
と
が

石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
図
る
た
め
特
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い

う
。 

具
体
的
に
は 

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
う
ち
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
・
風
力
発
電
・

太
陽
熱
利
用
・
雪
氷
熱
利
用
。 

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
か
つ
リ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
・
バ
イ
オ

マ
ス
熱
利
用
・
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
製
造
。
「
リ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
、
廃
棄
物
発
電
・

廃
棄
物
熱
利
用
・
廃
棄
物
燃
料
製
造
・
温
度
差
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
。 

 

ま
た
、「
従
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
利
用
形
態
」
と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
・
天
然

ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
燃
料
電
池 

な
ど
が
あ
る
。 

 

（
注
２
）
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
発
電
量
算
出
例 

 
 
 

太
陽
電
池
ア
レ
イ
出
力1

k
W

当
た
り
の
年
間
発
電
量 

＝ 
約1

,
0
0
0
 
k
W
h
/

年 
 
 

〈
根
拠
〉 

［
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
年
間
発
電
量
］
（k

W
h
/

年
） 

＝
［
太
陽
電
池
ア
レ
イ
出
力
］
（k

W

）
×
［
シ
ス
テ
ム
利
用
率
］
×3

6
5

（
日/

年
）
×2

4

（
時
間/

日
） 

 

・
太
陽
電
池
ア
レ
イ
：
架
台
を
含
め
、
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
一
体
化
し
た
も
の
。 

・
シ
ス
テ
ム
利
用
率
：
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
時
間
（2
4

×3
6
5

＝8
,
7
6
0

時
間
）
に
対
す
る
稼
働
率
。

日
本
に
お
け
る
年
平
均
値
は
、0

.
1

～0
.
1
5

程
度
（
一
般
的
に0

.
1
2

）
。 

 

出
典
： 

太
陽
光
発
電
導
入
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
，
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
，
平
成

1
0

年8

月 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
計
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
，
太
陽
光
発
電
技
術
研
究
組
合
，
平
成6

年8

月 
 

 

（
注
３
）
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
よ
るC

O
2

削
減
効
果
の
試
算
例 

1
k
W

当
た
り
の
年
間C

O
2

削
減
可
能
量 

屋
根
設
置
型
多
結
晶
シ
リ
コ
ン
太
陽
電
池
の
場
合 

9
1
(
k
-
C
)
 
3
3
3
(
k
g
-
C
O
2
)
 

出
典
： 

N
E
D
O

成
果
報
告
書
「
太
陽
光
発
電
評
価
の
調
査
研
究
」
，
太
陽
光
発
電
技
術
研
究
組
合
，

2
0
0
0

年3

月 

電
気
事
業
に
お
け
る
環
境
行
動
計
画
，
電
気
事
業
連
合
会
，1

9
9
9

年9

月
よ
り
試
算 

 

（
注
４
）
原
油
換
算
量
の
算
定
（
参
考
値
） 

 
 
 

太
陽
電
池
ア
レ
イ
出
力1

k
W

当
た
り
の
原
油
節
約
量 

＝ 

約2
5
6
 

リ
ッ
ト
ル/

年 
 
 

〈
根
拠
〉 

［
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
年
間
原
油
節
約
量
］
（
リ
ッ
ト
ル/

年
） 

＝
［
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
年
間
発
電
量
］
（k

W
h
/

年
）
×
［
原
油
換
算
係
数
］
（k

c
a
l
/
k
W
h

）

÷
［
原
油
発
熱
量
］
（k

c
a
l
/

リ
ッ
ト
ル
） 

 

・
太
陽
電
池
シ
ス
テ
ム
年
間
発
電
量
：[

1
]

よ
り
、1

,
0
5
1
.
2

（k
W
h
/

年
） 

太
陽
電
池
シ
ス
テ
ム1

k
W

シ
ス
テ
ム
を
最
適
条
件
下
で
導
入
し
た
場
合
の
推
定
年
間
発
電
量
） 

1

（k
W

）
×0

.
1
2

×3
6
5

（
日/

年
）
×2

4

（
時
間/

日
）
＝1

,
0
5
1
.
2

（k
W
h
/

年
） 

・
原
油
換
算
係
数
：2

,
2
5
0

（k
c
a
l
/
k
W
h

） 

・
原
油
発
熱
量
：9

,
2
5
0

（k
c
a
l
/

リ
ッ
ト
ル
） 

（
例1

：1
k
W

シ
ス
テ
ム
を
最
適
条
件
下
で
導
入
し
た
場
合
の
推
定
原
油
節
約
量
） 

1
,
0
5
1

（k
W
h
/

年
）
×2

,
2
5
0

（k
ca
l
/
k
W
h

）
÷9

,
25
0

（k
c
a
l
/

リ
ッ
ト
ル
）
≒2

5
6

（
リ
ッ
ト
ル/

年
） 

出
典 

： 

太
陽
光
発
電
導
入
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
，
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構 

  

【
資
料
】 

貞
昌
院
太
陽
光
発
電
設
備
全
景 

 


